
 

 

 

 

 

平成２５年１０月１１日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成25年度 第2回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

梅雨前線に伴う豪雨により被害を受けた地域、融雪により被害を受けた地域において、

災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災害を防止するための事業（６件）を緊急に

立ち上げ実施します。 

 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成25年度 第2回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

 

災 害 対 策 （６件） ［国費］ ８５１百万円   

 

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 高橋（内線29-915） 

    主査 冨岡（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

 

○平成25年度第2回 災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

１． 梅雨前線に伴う豪雨により被害を受けた地域における対策 

【5件   674百万円（国費）】 

具体的には(1)～(5)のとおり 

   (1)河川（補助）、(5)国道（直轄） 

・ 平成25年7月の梅雨前線による豪雨により、洪水が淀川
よどがわ

水系
すいけい

古川
ふるかわ

（京都府

城陽市
じょうようし

）の河道から溢水し、浸水被害が発生した。 

また、国道9号（島根県益田市
ま す だ し

）では平成25年7月の梅雨前線による豪雨によ

り法面崩落が生じた。 

・ このため、淀川水系古川においては洪水時の河川水位を低減するため河道の掘

削及び護岸工の対策、国道9号においては、今後、降雨などにより再崩落が発

生し、土砂が道路上に流出しないよう法面対策等の対策を緊急的に実施し、再

度災害を防止する。 

 

 

２． 融雪により被害を受けた地域における対策 

【1件 177百万円（国費）】 

具体的には(6)のとおり 

   (6)国道（直轄） 

・ 国道230号（北海道札幌市
さっぽろし

）では平成25年4月の融雪期における大雨により土砂

崩れが発生し、通行止めが発生した。 

・ このため、国道230号においては災害の再発防止を図るため、排水工等の対策

を緊急的に実施し、再度災害を防止する。 

 

 



事業費 国費

(1) 河川改修事業 淀川水系古川 京都府 京都府 城陽市寺田地先 290 145

(2) 特定緊急砂防事業 矢部川水系星野川 国土交通省 福岡県 八女市星野村柳原地区 685 457

(3) 道路維持管理事業
一般国道16号
八千代市神久保地区道路災害防除

国土交通省 千葉県 八千代市神久保地先 25 25

(4)  道路維持管理事業
一般国道470号
七尾市佐々波町地先

国土交通省 石川県 七尾市佐々波町地先 8 8

(5) 道路維持管理事業
一般国道9号
益田市遠田町地内道路災害防除

国土交通省 島根県 益田市遠田町地先 39 39

  計 5件 1,047 674

(6) 道路維持管理事業
一般国道230号
札幌市南区定山渓地区道路災害防除

国土交通省 北海道 札幌市南区定山渓国有林21林班 177 177

  計 1件 177 177

平成２５年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費（災害対策） 執行地区一覧表

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

［金額単位：百万円］

２．融雪による災害

国道（直轄）

１．梅雨前線に伴う豪雨による災害

河川（補助）

砂防（直轄）

国道（直轄）

総　　計 6件 1,224 851



京都府

事 業 名

事 業 主 体

（1） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（淀川水系古川）

ヨドガワ フルカワ

平成25年7月13日の梅雨前線による豪雨により洪水が古川の河道から

溢水し、浸水被害が発生した。今後の豪雨により、再度浸水しないよう、

推進費を活用して緊急に河道掘削及び護岸工の対策を講じることにより

京都府城陽市寺田 地先

２９０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１４５

キョウトフ ジョウヨウシ テラダ

推進費を活用して緊急に河道掘削及び護岸工の対策を講じることにより、

地域住民の安全を確保する。
内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）京都府

施行地

A
A ①

②
【凡例】
：浸水区域平面図

掘削工 V=17,000m3
護岸工 A=20,100m2
詳細設計 一式

Ａ－Ａ断面

6.6～7.6k

H.W.L.

緊急的に河道掘削等を行い、浸水被害の解消を図る。

掘削

護岸工 護岸工

写真②写真①

断面図

１

H25.7.14 水位痕跡

H25.7.14 城陽市調査H25.7.13撮影 城南新報提供



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（2） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

特定緊急砂防事業（矢部川水系星野川）

ヤベガワ ホシノガワ

平成24年7月の豪雨により大規模な斜面崩壊に伴う河道閉塞が発生し、

直轄砂防災害関連緊急事業等を行っていた箇所の上方斜面において、

平成25年7月3 4日の梅雨前線による豪雨により新たな地すべりが発

福岡県八女市星野村柳原地区

６８５

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）４５７

フクオカケン ヤメシ ホシノムラ ヤナバル

平成25年7月3～4日の梅雨前線による豪雨により新たな地すべりが発

生した。今後の豪雨により、斜面の不安定化に伴う土砂災害が発生しな

いよう、推進費を活用して緊急にアンカー工及び横ボーリング工の対策

を講じることにより、地域住民の安全を確保する。

内 容

横ボーリング工

地盤伸縮計S-9,S-10 断面図

Ｎ

平面図

施行地
地すべり範囲

H24災害時
斜面崩壊範囲

H24災害時
斜面崩壊範囲

地すべり範囲
アンカー工

地盤伸縮計S-10

平面図

地盤伸縮計S-10
5 0 /日

地盤伸縮計S-9
6 2 /日

写真①

凡 例

写真①

横ボーリング工

5.0mm/日 ※最大

25mm/月地盤伸縮計S-9
6.2mm/日 ※最大

29mm/月
赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑
直轄砂防災害関連緊急事業（当年度施工）

特定緊急砂防事業（当年度施工）

星野川

地すべり範囲
河道閉塞発生 湛水発生

星野川湛水状況
地すべり頭部の亀裂発生

地すべりによる
亀裂の発生

２

湛水発生

H24災害時
斜面崩壊範囲

（撮影：H24.7豪雨被災直後）

星野川

斜面崩壊に伴う河道閉塞

（撮影：H24.7豪雨被災直後）

（撮影：H25.7）
全景



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（3） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道１６号八千代市神久保地区道路災害防除）

ヤチヨシ イモノ クボ

平成25年6月25日のゲリラ豪雨により道路法面の崩落及び歩道部損失

が発生し、車線規制及び歩道通行規制が発生した。今後の豪雨により、

再度の交通 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊急に法面

千葉県八千代市神久保地先

２５

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２５

チバケン ヤチヨシ イモノ クボ

再度の交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急に法面

対策を講じることにより、交通の安全を確保する。
内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

①

②
a

施行地

千葉県

平面図

至柏
至千葉

a’

７０ｍ

断面図（ａ－ａ′）

法面保護工

転落防止柵工

歩道舗装工

至柏

ふとんかご工

法面保護工

植生シート＋土羽打ち

65
00

（既設土のう）

現
況
地
盤
線

断面図
官民境界

断面図
① ②

断面図

３



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（4） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道470号七尾市佐々波町地先）

ナナオシ サザナミマチ

平成25年6月19日の梅雨前線による集中豪雨により切土崩落が発生し、

全面通行止めが発生した。今後の豪雨により、再度の交通への影響が

発生しないよう 推進費を活用して緊急に法面対策を講じることにより

石川県七尾市佐々波町地先

８

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）８

イシカワケン ナナオシ サザナミマチ

発生しないよう、推進費を活用して緊急に法面対策を講じることにより、

交通の安全を確保する。
内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

施行地

石川県

①

②

▼推進費要求箇所
土工 V＝450m3
植生工 A＝150m2
かご枠工 Ｌ＝22m
水路工 L=22m

断面図

至 七尾
至 氷見

被災崩壊範囲
Ｗ＝10m Ｌ＝10m

平面図

４

写真① 崩壊発生状況全景 写真② 道路への流出状況



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（5） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道９号 益田市遠田町道路災害防除）

マスダシ トオダチョウ

平成25年7月3日の梅雨前線による集中豪雨により道路法面の崩落が

発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊により国道9号が全面通

行止めに至る等の交通 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊

島根県益田市遠田町地先

３９

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３９

シマネケン マスダシ トオダチョウ

行止めに至る等の交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊

急に法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。
内 容

施行地

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

Ａ
崩壊箇所

土工V=200m3、法枠工
A=1,060m2、鉄筋挿入工N=56本
Ｌ＝115ｍ

至浜田市

至津和野町

①②①②

Ａ

平面図

車道 断面図

被災状況写真① 被災状況写真②

車道 断面図

５



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（6） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道２３０号札幌市南区定山渓地区道路災害防除）

サッポロシ ミナミク ジョウザンケイ

平成25年4月7日の融雪期における大雨により土砂崩れが発生し、通行

止めが発生した。再度の交通への影響が発生しないよう、推進費を活用

して緊急に排水工等の対策を講じることにより 交通の安全を確保する

北海道札幌市南区定山渓国有林２１林班

１７７

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１７７

ホッカイドウサッポロシミナミクジョウザインケイコクユウリン リンパン

して緊急に排水工等の対策を講じることにより、交通の安全を確保する。
内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施工）

【位置図】

喜茂別町

札幌

申請箇所

m

至 喜茂別町

【片切片盛（切盛境・沢部埋土）対策】
排水工 舗装工 盛土法面保護工

①

②
③

札幌市

平面図申
請
合
計
延
長

L=
91

0m

KP34.4
H25被災箇所(L 44 0 )

１

２

排水工、舗装工、盛土法面保護工

平面図申

至 札幌市街地

H25被災箇所(L=44.0m)

災害復旧費で対応済み

断面図

１ ２
至:喜茂別町

至:喜茂別町 至:札幌市

舗装クラック発生状況

６

要求箇所② 盛土法面
崩壊状況

KP＝34.3
H25.4.7撮影
災害復旧費で
対応済み

至：札幌市

盛土法面浸食




